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２０２５年度事業計画 

はじめに 

 本学が、2025 年度以降の学生募集停止を決定し 1年半が経過した。この間も短期大学へ

の入学希望者は漸減し、幾つかの短期大学が学生募集の停止を発表している。 

このような状況ではあったが、本学の 2024 年 4月入学者は 112 名となり、入学定員の

75％を維持することができた。2025 年度は、在籍している全ての学生の卒業あるいは新た

な進路を切り拓き 2026 年 3 月には在籍者がゼロとなるよう諸課題を進めなければならな

い。 

これまで、本学教職員、学園役員のたゆまぬ努力と奮闘により大きな問題も生起せず学

生の学びや学園運営が進んできたが、2025 年度は、経常費補助金の全額カット、授業料半

減による多額の借入金が発生するとともに運営体制においても一層の厳しい状況が予想さ

れる。また、2026 年 4月以降の運営体制や残余財産の移行先としての「公益財団法人」の

確実な設立など、閉校後の業務や組織についても検討しなければならない。 

 この難局を乗り切るため、学園役員を先頭に全教職員が一致協力して課題達成に向けて

総力を挙げて取り組む。 

 

１．法人の概要 

（１） 設置する学校の名称および入学定員 

・池坊短期大学（入学定員総数 0名、収容定員総数 150 名） 

文化芸術学科（入学定員 0 名、収容定員 0 名）募集停止 

 

環境文化学科（入学定員 0 名、収容定員 100 名）   

いけばな・花デザインコース 

  ブライダルプランナーコース 

  医療クラークコース 

  製菓クリエイトコース 

  トータルビューティーコース 

  国際経営情報コース 

 

幼児保育学科（入学定員 0 名、収容定員 50 名） 

  

 ・池坊文化学院（入学定員総数 130 名、収容定員総数 200 名）休校中 
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（２） 役員・評議員（2025 年 4月 1 日現在） 

   【役員】 理事長 池坊 美佳  【評議員】  池坊 美佳、桶谷 守、 

        学長  桶谷 守          岡山 栄雄、土屋 郁剛、 

        常務理事 田中 康雄        大島 利郎、優谷 省子 

        理事  土屋 郁剛         星野 美由紀、城野 眞理子、 

        理事  岡山 栄雄         伊東 光子、 森川 佳代、 

        理事  小林 章博         林 俊之、村田 久美子、 

        理事  波頭 亮          前田 正美、 上野 絵理子、 

        理事  加賀 裕郎         森田 信子、 山本 光代、 

        監事  小林 一郎         小林 章博、 亀田 晃巌、 

        監事  平岡 彰信         波頭 亮、  中永 健史、 

                          西原 芙美香、加賀 裕郎   

 

（３） 教職員の概要 

   池坊短期大学  学長  桶谷 守 

   池坊文化学院  学院長 土屋 郁剛 

 

   法人職員 1名 

   短期大学教員 文化芸術学科   1 名 

環境文化学科 10 名 

          幼児保育学科  6 名   計 17 名 

      短期大学職員               計 15 名     合計 33 名 

 

２．学園の基本方針 

2025 年度の最重要課題は、2026 年 3 月にむけて「学生への教育保証」を確実に実施

し、全学生の卒業あるいはあらたな進路の開拓を進めることである。財政的には、経常

費補助金の全額カット、授業料が半減以下となるため、学園運営資金の確保が喫緊の課

題であり、既に 2024 年度より銀行からの借入金が発生しているが、2025 年度は 3億 5

千万円の借入を予定している。また、教学・事務体制においても一層の厳しい状況が予

想される。更に 2026 年 4月以降の運営体制や残余財産の移行先としての「公益財団法

人」の設立など、閉校後の業務（「卒業後 3年サポート」1および学籍簿の管理や卒業証

明書の発行を含む）や組織についても検討しなければならない。 

                                                      

1 卒業後 3 年間、キャリアに関する相談をサポートすること 
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こうした状況を乗り越えるためには、全教職員、学園役員が一致協力して諸政策を実

行していく必要がある。教学・財政・体制での厳しさはあるが、①コンパクトな組織

で、②スピーディーに判断し、③結果を導き出す、ことを全体の方針として取り組む。 

 

３．2025 年度 主な事業内容 

（１）財政基盤の確保 

 2025 年度は、主たる財源は借入金（3.5 億円）および学生からの納付金（1.35 億

円）となる。借入金については、公益財団に残余財産移行までに返済することが必須

のため、その方法について早急な検討が必要である。これ以外の収入としては施設貸

与・賃貸料が 4千万程度と想定している。経常費補助金のカットや学生納付金の減少

のなか、借入金を主とした財政運営となることを念頭に全ての支出について、厳しく

管理していく必要がある。予算執行については、学生の教学条件および学生支援を基

本におきつつ、教職員の人件費や施設管理の経費を確保しながら不要な支出をゼロと

する財政運営を実行する。 

 

（２）教学運営の体制維持 

2025 年度、最も注力しなければならない課題は、学園の基本方針で述べたように学

生の教育保証である。そのためには、学園運営を支える教職員体制を常に万全なもの

としなければならない。 

 

（３）教学改革と学生支援 

 2024 年度に最後の入学生を迎え入れた本学は、コロナ禍で高校生活に何らかの影響

を受けた学生たちに、より理解しやすい体系となるよう一昨年度に再構築したカリキ

ュラムを基に、現教員体制で、目的達成のための短大教育の質を担保していく。その

うえで、2025 年度学園最後の卒業生にふさわしい教育成果を獲得し、自信と誇りをも

って社会で活躍していく学生を送り出すことを全教職員が共通理解し、使命感をもっ

て教育実践にあたる。また上記の教育実践を中軸に、「学生支援センター」による、

担任、コース・学科、カウンセリングルームが一体となって連携するきめ細かい学生

サポートを行い、円滑な対応を行うことで、本学の教育を側面から支え、学生を社会

に送り出せるよう鋭意取り組む。 

 

（４）研究 

 池坊文化学会は、教員・学生を含めた交流の場として研究大会や研究誌の発行を行

う母体としての活動を最終年度も行い、その成果を挙げた上で学会活動を円満に終了

させることとする。また、華道文化研究所は、７０周年を目指して学園並びに短期大

学の歴史的資料を収集し、記念としての歴史をまとめたが、これをどのような形で残

すのかを今年度は検討しなければならない。  
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総じて、これまでの活動を一定総括するとともに、必要に応じて受け皿として予定

されている公益財団法人への継承が可能となるように努める。 

 

（５）キャリア支援  

本学学生の特性を踏まえた上で、最終年度のキャリア支援を行う。学生の特性上、

基本的には個別カウンセリング及び個別指導を主とする。各学生の希望を考慮しなが

らも現実的着地点を見据え、2025 年 12 月末までには進路を決定できるよう早期支援

を行う。 

 

（６）教職員の再就職支援 

  教職員の再就職支援についてこれまで下記のような支援策を実施してきた。 

   ①産業雇用安定センターによる説明会および登録開始（2025 年 4月から受付） 

   ②「就職活動支援費」（2025 年度一人最大 5万円）の設定 

   ③学長を中心とした就職支援活動 

  今後もこれらを軸に常任理事会を中心にして就職支援策等を検討する。 

 

（７）一般財団法人池坊文化・芸術財団（以下「財団」という）へのエクステンション 

講座の移管 

 「財団」定款記載の事業の一環として、本学がこれまで実施してきた「エクステン

ション講座」を「財団」に移管することを早急に実施するとともにその支援を行う。 

  

（８）施設設備 

建物が建築後 26～30 年経過しているため、大型空調設備、中央監視装置、雨漏り

など各所に劣化状況が進んでいる。2025 年度は、学生の教育環境の保証および学生支

援のために必要な施設整備に限って、実施の検討をおこなう。 

 

                                     以上 


